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１５０９００３ 安達勝裕 １５０９０１４ 伊藤果歩

１５０９０２６ 菅野綾 １５０９０２９ 木元博之

１５０９０４３ 柴田英亮 １５０９０４４ 柴田良隆

１５０９０４８ 高橋裕子 １５０９０５４ 中林侑大

１５０９０５８ 樋渡実由梨 １５０９０６０ 堀井和洋

１５０９０６２ 松川若菜 １５０９０６３ 松山雅一

１５０９３１１ 岡田麻美

１５０９００３ 安達勝裕

１５０９０５４ 中林侑大

１５０９０６０ 堀井和洋

１５０９０６２ 松川若菜

 １.小学校の外国語教育の開始年度

 ２.外国語教育の開始学年

 ３.外国語教育の目標

 ４．授業時数

日本 ２０１１年度から外国語活動として導入

中国
２００１年に，英語の必修化を発表し，
段階的に都市部から導入。２００５年に
学年進行で，英語を必修教科として基
本的に実施

韓国 １９９７年に，英語を必修教科として導
入

フランス
１９８９年から外国語教育を導入
２００２年に必修教科として導入

日本 小学校５年生

中国 小学校３年生
＊地域により異なる

韓国 小学校３年生

フランス 小学校２年生（２００７年）

 言語や文化について体験的に理解を深める

 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の
育成を図る

 外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる

 コミュニケーション能力の素地を養う
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 英語に対する好奇心や興味を養う

 英語学習を楽しく好ましいものであると感じることから
入り、簡単な英語による遊び・動作・作業、歌やロー
ルプレイに楽しく積極的に参加し、初歩的なコミュニ
ケーション技能を身につける

 外国の文化や生活習慣に対する興味と理解を培う

児童が日常生活において使用する基礎的
な英語を理解し，表現する能力を育てる

教科として，意志疎通の基礎となる言語機
能能力，中でも音声言語教育が主

（６～７歳）
 異言語学習に対する意欲的な態度形成
 新しい言語の音やイントネーションに慣れる
 新しい言語についての初歩の知識を身に付ける

（８～１０歳）
 異言語を使っての実際のコミュニケーションの開
始

 言語そのもの及びその言語が話されている国の
文化への理解の促進

日本 週１単位時間
※１単位時間：４５分

中国

週４回以上，４回２０分（ショートタイム）又は４０分（ロ
ングタイム）の組み合わせ。あるいは，いずれかの授
業を行う。
第３・４学年は２０分が中心。
第５・６学年は２０分と４０分の組み合わせ。そのうち
４０分を週２回以上。

韓国
３・４年：週１単位時間
５・６年：週２単位時間
※１単位時間：原則４０分

フランス 週１～２単位時間
※１単位時間：６０分

１５０９０２９ 木元博之

１５０９０４３ 柴田英亮

１５０９０４４ 柴田良隆

１５０９０４８ 高橋裕子

１５０９０６３ 松山雅一

各国の英語能力の差は教育的な立場から見
てどの段階から発生するのか？

小学校の教科書になにかがあるのでは？

比較する国
日本 韓国 フランス
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中・高 GTEC for STUDENTS

日本 407.8

韓国 414.1

・ TOEIC

200万人/450万人→韓国 598 北英語圏で最高

点

170万人/450万人→日本 562

日本より韓国のほうが英語力が高い？

単語数 スタイル ねらい

日本 65
・絵が多い
・ゲームや歌などの活動が多い
・文章よりも活動で使う絵などが多い
・聞く、話すが中心

国際競争力を上げる

韓国
241

・絵が多い
・スペル書き取りがある
・活動はゲームや歌など日本と似ている

中学校での学びの
動機づけ

フランス

1190 ・絵よりも写真が多い
・文章が多く、雑誌のようなイメージ

・聞く、話す、書く、読むの四つがバランス
よく活動に含まれている

英語を通して一般的
な教養を学ぶ

１５０９０１４ 伊藤果歩

１５０９０２６ 菅野綾

１５０９０５８ 樋渡実由梨

１５０９３１１ 岡田麻美
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A小学校の場合・・・ ６年生の授業
→【題材】・・世界の時刻を英語で表現する

→【教師】・・T１は日本人，T2はALT(インド人女性)

→【言語】・・日本語メイン(ALTの発言で英語に触れる)

→【教材】・・電子黒板(英語ノート②)

【内容】
数字の表現を学習する（１～６０まで）

ゲーム感覚で学ぶスタイル→児童に楽しみを与える

電子黒板の使用→生徒の興味関心を引き付ける

児童のモチベーション→高い（参加しない児童も）

児童の理解度→視覚的情報が効果的
(英語が難しい・早い→諦める)

学習スタイル→英語ノートに沿う形
（クイズやゲームが多い)

Ｂ小学校の場合・・・５年生の授業
→【題材】クイズをつくる

→【教師】 T１は日本人、T2はALT(ロシア人)

→【言語】日本語がメイン
（日本人教師も積極的に英語を使う）

→【教材】英語ノート①

【内容】
ALTと日本人教師の事前の打ち合わせ→曖昧

クイズを作成し発表する→児童は積極的に参加

児童のモチベーション→高い（何もしない生徒も）

学習スタイル→英語ノートに沿う（クイズ）

児童の理解度→高い（日本語がメイン）

教師が英語に不安？→児童から日本語の要求

【教師編】

Q,来年から外国語活動を実施するにあたり、課題や

不安に思っていることは？

 表現することに消極的な児童への指導

 適切な評価の仕方

Q,よりよい授業づくりのために行っていることは？

 教材研究

 円滑な人間関係づくり

 和やかな雰囲気づくり

 コミュニケーション能力の育成

【児童編】

Q,英語の授業で習った表現を使って何をしたい？
第１位 日本にいる外国人と話す
第２位 外国へ遊びに行く
第３位 海外にいる外国の人と話す
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外国語教育はその国の現状によって，扱う言
語や教育目標が異なる。

教科書で扱う内容に差が生じ，語学検定に能
力差が生まれる。

実際の授業を行うにあたり，教師が抱える課
題が多くある。


